
6 LATEXによる文書作成のすすめ
自分は数学関連の文書を作成する時 LATEXというソフトを使っている。ソフトの使い方等は

別の文書を参考にしてもらうとして，その利点をここで書きたいと思う。このソフトの長所を
簡単に書き並べると

1. 数学で使用する x とか a が簡単に作成でき出力できる。
2. 複雑な数式や分数を簡単に作成できる。
3. 図形をテキストファイルで保存でき，慣れれば変更も可能になる。
日本語ワープロを使用している時，一番頭を悩ませるのが (1)の文字の形の問題である。数

学では特別なフォントの文字を使用する時が多い。特によく使う x がワープロでは xとなって
しまい，a が aとなることである。それ以外の文字でも y が y等いろいろある。それらが苦も
なく作ることができるのである。
次には数式の手軽さがあげられる。ワープロを悩ませている根号のついた数も
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と出力することができます。円の円周は ℓ = 2πr となります。
図形においても，例えば自分のテストのために作成した問題をあげると
1. 三角形の合同条件にはない「2辺とひとつの角」がわかっている条件で三角形を作図する
とひとつの三角形には決まらない。このことをAB = 6㎝ , ∠B = 30◦ , AC = 4㎝の
△ABCを 2つ作図することで示しなさい。(作図に使用した線は消さないこと，長さは下
の目盛りを使用しなさい。) 注．∠Bは書いた状態で出題した。
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のような問題も作成することができる。この元気教材で取り上げた図は新聞の切り抜き以外
はすべてこの LATEXのための作図ソフトを使って書いたものである。専門的な図は作図ソフト
である程度の位置で書いておき，後で計算した座標位置に置き換えて出力した。極端な話㎜単
位ではなく，その百分の一までの位置を指定できる優れものである。使用するにはもちろんそ
れ相応の学習が必要だが，使用することができれば世界が広がると思います。
もちろん，このソフトの短所，苦手としている所もある。それは罫線を多く含んでいる文書で
ある。現在ではかなり改善されてはいるが，やはり罫線を多く含む授業案みたいな文書はワー
プロソフトの方が使いやすいのは事実である。自分は日本語ワープロとこの LATEXの文書を使
い分けているが，やはり数学関連の文書はこのソフトを使う頻度は高い。このソフトはフリー
ソフトであるので，無料で手に入る。専用の作図ソフトもフリーソフトとして存在する。一冊
の入門書があれば，誰もが扱う事のできるソフトである。ぜひ，一度体験してほしい。
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